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6,コミュニティ再編における社協や NPO、地域スポーツの役割  






いて話合いを重ねてきた。陸前高田市社協は、震災にて職員の 2／ 3 が亡くなり、しかも
局長、次長、課長など経験豊かな人たちがいなくなってしまった。災害ボランティアセン
ターを解消し、ようやく社協の体制が整った段階。2014 年度職員を雇用し、職員教育を始
めたばかりであった。2015 年度からようやく地域支援事業を考えている。今後災害公営住
宅とその地域に対する介入を社協が行う機会に、学生と共に参画出来るよう連携を持ち続
ける。  
 阪神・淡路大震災から２０年経過し、多くのシンポジウムや催しが開催された。その中
で、現在も活動を継続している長田区御蔵地区の NPO に所属していることから、その２
０年の歩みを概観する集会に参加した。震災前１６万人だった長田区は現在１０万人と復
興は進んでいない。産業・商業も戻らず地域の高齢化と共に問題は拡大している。一方で、
この地区に住み始めた住民とコミュニティつくりは重要な活動となっている。地区にアイ
デンティティの無い新住民と高齢化した被災住民を交流させる活動が継続していた。  
※この（様式２）に記入の、経過・成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差控え  
期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
※ホームページ等で公表します。（様式３）  
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